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ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
と
い
う
新
し
い
街

　ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
と
は
、
新
し
い
町
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
で
捉
え
ら
れ
が
ち
で
す
が
、

国
土
交
通
省
で
は
任
意
で
「
計
画
戸
数
千

戸
以
上
ま
た
は
計
画
人
口
3
千
人
以
上
の

増
加
を
計
画
し
た
事
業
で
、
地
区
面
積
16

h
a
以
上
の
も
の
」
な
ど
の
要
件
で
定
義

し
て
お
り
、
本
市
で
は
15
区
域
を
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
と
し
て
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
い
ま

す
。　い

わ
き
地
方
の
官
民
一
体
と
な
っ
た

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
づ
く
り
構
想
は
、
昭
和
30

年
代
後
期
か
ら
持
ち
上
が
り
ま
し
た
。
石

炭
産
業
の
斜
陽
化
と
い
う
状
況
を
ふ
ま
え
、

新
し
い
産
業
の
拠
点
と
な
る
工
業
団
地
の

整
備
と
こ
れ
に
見
合
っ
た
快
適
な
環
境
の

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
づ
く
り
、
と
い
う
側
面
を

持
っ
て
い
ま
し
た
。

 

　そ
の
場
所
は
、
平
と
小
名
浜
を
結
ぶ
県

道
い
わ
き
―
小
野
線
（
鹿
島
街
道
。
現
主

要
地
方
道
小
名
浜
―
平
線
）
の
沿
線
で
、

建
設
前
は
、
旧
鹿
島
村
や
旧
高
久
村
な
ど

に
農
業
用
水
を
供
給
す
る
役
割
を
持
つ
丘

陵
状
の
林
地
帯
で
、
地
理
的
に
み
て
い
わ

き
地
方
の
中
心
に
位
置
し
て
い
ま
し
た
。

当
初
は
単
な
る
ベ
ッ
ド
・
タ
ウ
ン
と
は
異

な
り
、
行
政
・
経
済
な
ど
の
新
し
い
中
心

市
街
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
新
し
い
首
都
・
ブ
ラ

ジ
リ
ア
の
よ
う
な
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
構
想

し
て
い
ま
し
た
。

　昭
和
41
（
1
9
6
6
）
年
10
月
に
14
市

町
村
が
合
併
し
て
い
わ
き
市
が
誕
生
し
て

以
降
、
計
画
は
本
格
的
に
練
り
上
げ
ら
れ
、

「
い
わ
き
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
基
本
計
画
」

（
総
面
積
5
3
0
h
a
）
が
策
定
さ
れ
た

の
は
、
昭
和
47
（
1
9
7
2
）
年
7
月
の

こ
と
。
事
業
は
地
域
振
興
整
備
公
団
（
独

立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
＝
U
R
都
市

機
構
）
事
業
と
し
て
採
択
さ
れ
、
昭
和
54

（
1
9
7
9
）
年
3
月
に
起
工
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　住
宅
団
地
の
分
譲
は
昭
和
57

（
1
9
8
2
）
年
9
月
か
ら
開
始
さ
れ
、

以
降
中
央
台
飯
野
、
中
央
台
鹿
島
、
中
央

台
高
久
と
順
調
に
毎
年
分
譲
さ
れ
、
現
在
、

約
5
千
世
帯
、
約
1
万
2
千
人
が
居
住
し

て
い
ま
す
。　（い

わ
き
地
域
学
會
　小
宅
幸
一
）

のこ

か
し
ま
む
ら

た
か
く
む
ら

■写真　いわきニュータウン開発整備事業
　　　　の起工式
　〔昭和54（1979）年３月  いわき市撮影〕

I W A K I - フ ォ ト ニ ュ ー ス

　8月29日「市長と地域ふれあいトーク」を好間地区、
三和地区で開催しました。
　好間地区では「好間地区区長会」の皆さんと、各地区
における活動内容や地区が抱える課題などについて、三
和地区では「三和町商工会青年部」の皆さんと「ほたる
のさんぽみちinみわ」が行われた川沿いの遊歩道を視察
しながら、三和地区の豊かな資源を生かした地域活性化
について意見交換を行いました。

▲ 「好間地区区長会」の皆さん ▲ 「三和町商工会青年部」の皆さん

▲ 「ほたるのさんぽみち inみわ」が行われた川沿いの遊歩道を視察

好間地区・三和地区 8 / 2 9㈭

＼好間地区・三和地区で開催／

「市長と地域ふれあいトーク」を実施


